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 ⽇本語  ja



アフリカの東の⽅にあるケニヤ⼭のあたりに村があり
ます。そこでお⺟さんと畑仕事をしている⼥の⼦がい
ました。⼥の⼦はワンガリといいます。
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ワンガリは、外で遊ぶのが⼤好きでした。ワンガリ
は、おうちの野菜畑に、マチェテを使って⼟を柔らか
くします、暖かい⼟壌に⼩さな種を植えました。
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ワンガリは、⼀⽇の中で⼣焼け後の時間が⼀番⼤好き
でした。暗くなって、畑の野菜が⾒えなくなるとワン
ガリはおうちに帰るのです。畑に沿って狭い⼩道をた
どり、いくつか川を横切り家路につくのでした。
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ワンガリは頭が良かったので、早く学校に⾏きたくて
仕⽅ありませんでした。しかし、ワンガリのお⽗さん
とお⺟さんはワンガリに学校に⾏かせたくありません
でした。ワンガリに、もっとおうちの⼿伝いをして欲
しかったからです。しかし、ワンガリが７歳になった
頃、ワンガリのお兄さんがお⽗さんとお⺟さんに、ワ
ンガリが学校に⾏けるよう⼀⽣懸命頼んでくれたの
で、ついにワンガリは学校に⾏けることになったので
す。
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ワンガリは勉強をするのが⼤好きでした！ワンガリは
たくさんたくさん本を読んで勉強しました。学校で良
い成績をおさめていたワンガリは、アメリカの⼤学に
⾏けることになりました。ワンガリはとても喜びまし
た！もっとたくさん世界のことについて学べるからで
す。
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アメリカの⼤学でワンガリは知らなかったことをたく
さん学びました。植物や植物の育て⽅も学びました。
これらの勉強はケニヤのきれいな森にある⽊々の陰で
お兄ちゃんと遊んだワンガリの幼少期の記憶をよみが
えらせました。
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アメリカの⼤学でたくさん勉強しているうちに、ワン
ガリはケニアの⼈たちが恋しくなりました。ワンガリ
は、⼤好きなケニアの⼈たちを幸せに、⾃由にしてあ
げたいと思うようになりました。たくさん勉強すれば
するほど、アフリカにある⾃分の家のことを思い出し
ました。
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⼤学での勉強を終えると、ワンガリはケニアに戻って
来ました。しかし故郷の環境は⼤きく変わっていまし
た。巨⼤な農場があたり⼀⾯に広がり、⼥性たちは⽕
をおこすための⽊さえ⼿に⼊れることが出来ず、⼈々
は貧しく⼦供たちはおなかをすかせていました。
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ワンガリはどうすればよいのかを知っていました。⼥
性たちに種から⽊を育てる⽅法を教え、彼⼥たちは⽊
を売り家族を養うお⾦を稼ぐことができました。みん
ながとても喜びました。ワンガリは⼈々が強くなれる
よう、⼿助けをしました。
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時が過ぎて、種が⽊になり、新しい⽊が森に育ち、川
の⽔が再び流れ始めました。ワンガリの教えはアフリ
カ中に広まり、今⽇では何百万もの⽊々がワンガリの
種から育ちました。
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ワンガリは⼀⽣懸命働きました。世界中の⼈々が彼⼥
に注⽬しました、有名な賞をあげました。それは、
ノーベル平和賞という賞です。ワンガリは、アフリカ
の⼥性で初めてノーベル賞をもらうことができたので
す。
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ワンガリは、２０１１年に亡くなりました。しかし、
美しい⽊々を⾒て、今でもワンガリのことを思い出し
ています。
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